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日
置
市
誕
生
五
周
年
を
祝
う
記
念

式
典
が
五
月
二
十
二
日
、
伊
集
院
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
招
待
者
を
は

じ
め
県
や
市
の
行
政
関
係
者
、
一
般

参
加
者
な
ど
約
六
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
が

力
強
い
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。
続
い

て
、
日
置
市
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然

や
市
誕
生
か
ら
五
年
間
の
歩
み
を
ま

と
め
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
五
周
年
を
記
念
し
て
制
定
さ

れ
た
市
民
歌
「
光
り
輝
く
日
置
市
」

が
伊
集
院
高
校
音
楽
部
と
伊
集
院
中

学
校
、
伊
集
院
北
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
後
、
加
治

木
高
校
教
諭
の
下
茂
大
二
郎
さ
ん
と

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
加
治
屋
園
子
さ
ん

に
よ
る
独
唱
が
、
伊
集
院
小
と
伊
集

院
北
中
、
市
内
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
合
唱
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
市
民

の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
続
け
る
自
治

体
と
し
て
、
独
自
性
や
豊
か
さ
と
ゆ

と
り
を
実
感
で
き
る
、
魅
力
あ
る
日

置
市
の
建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
式
辞
。
成
田
市
議
会
議
長
が
「
地

方
分
権
が
進
む
中
、
多
く
の
こ
と
を

解
決
し
て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
日
置
市
建
設
の
た
め
、

市
議
会
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
市
民
歌
」
歌
詞
入
賞
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
百
二
十
三

点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
石

井
昭
吉
さ
ん
（
愛
知
県
）
と
優
秀
賞

二
人
、
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
二
人
の

方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら

れ
、「
市
民
歌
」
作
曲
者
の
京
都
教

育
大
学
名
誉
教
授
の
藤
島
昌
壽
先
生

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
、
式

典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

５
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

　
　
　
　
　
　

新
た
な
飛
躍
を
誓
う

市
制
５
周
年
を
祝
い

�

記
念
式
典
を
開
催

▲力強い演奏でオープニングを飾った吹上青松太鼓保存会の皆さん▲式辞を述べる宮路市長

▲市民歌を披露する伊集院小と伊集院北中、市内コーラスグループの皆さん
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▽
「
市
民
歌
」
歌
詞
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

最
優
秀
賞　

石
井　

昭
吉（
愛
知
県
）

　

優
秀
賞　

保
岡　

直
樹（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

村
山　

祥
江（
兵
庫
県
）

　

特
別
賞　

上
江　

舞　
（
伊
集
院
）

　
　
　
　
　

上
池　

達
男（
東
市
来
）

▽
「
市
民
歌
」
作
曲
者

　

感
謝
状　

藤
島　

昌
壽（
滋
賀
県
）

　

昨
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
日
置
市
民

歌
」
が
、
こ
の
た
び
日
置
市
民
歌
制
定
委
員
会
で
決
定
し
、
日
置
市
発
足
五
周

年
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
よ
り
一
層
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▲最優秀賞（歌詞）に輝いた石井昭吉さん

▲市民歌作曲者の藤島昌壽さん▲市民歌を演奏する伊集院高校音楽部と伊集院中学校、伊集院北中学校の吹奏楽部の皆さん

日
置
市
民
歌
が
誕
生

日
置
市
５
年
間
の
歩
み

平
成
１７
年

５
月　

日
置
市
誕
生
（
１
日
）

　
　
　

�

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行

さ
れ
初
代
市
長
に
宮
路
高
光
氏
と

議
員
３０
人
が
決
定
（
２９
日
）

７
月　

�

市
農
業
委
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
２３

人
が
決
定
（
１０
日
）

　
　
　

�

江
口
浜
海
浜
公
園
が
オ
ー
プ
ン
一

部
供
用
開
始
（
１７
日
）

８
月　

�

４
地
域
に
地
域
審
議
会
が
発
足
（
８

日
）

１０
月　

市
消
防
団
結
団
式
（
５
日
）

　
　
　

�

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成

（
２９
日
）

平
成
１８
年

２
月　

日
置
地
区
植
樹
祭
（
４
日
）

　
　
　

�

上
石
津
町
と
の
友
好
都
市
宣
言
継

承
締
結
（
１１
日
）

３
月　

�

県
道
伊
集
院
日
吉
線
バ
イ
パ
ス
開

通
（
２７
日
）

４
月　

�

諏
訪
之
原
跨
道
橋
開
通
（
東
市
来

地
域
）（
３
日
）

５
月　

ふ
き
あ
げ
図
書
館
オ
ー
プ
ン（
１１
日
）

　
　
　

�

日
置
市
誕
生
１
周
年
記
念
式
典
（
市

民
憲
章
・
市
花
・
市
木
を
制
定
）

（
２０
日
）

６
月　

上
市
来
中
学
校
体
育
館
落
成（
２４
日
）

７
月　

�

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
内
、
サ
ッ

カ
ー
場
・
伊
集
院
ド
ー
ム
（
仮
称
）

完
成
（
２７
日
）

８
月　

�

伊
集
院
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
運
行
開
始
（
１
日
）

９
月　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
１
日
）

平
成
１９
年

１
月　

ゆ
の
も
と
保
育
所
落
成
（
２４
日
）

「
光
り
輝
く
日
置
市
」

作
詞　

石
井　

昭
吉

作
曲　

藤
島　

昌
壽

一　

悠
ゆ
う
き
ゅ
う
久
の
歴
史　

受
け
継
い
で

　
　

風ふ
う

雨う

に
耐
え
る　

黒
松
に

　
　

想
い
重
ね
る　

ふ
る
さ
と
よ

　
　

人ひ
と

創つ
く

り　

夢ゆ
め

創つ
く

り

　
　

光
り
輝
く　

日
置
市
は

　
　

溢あ
ふ

れ
る
笑
顔
が 

似
合
う
ま
ち

二　

吹
上　

砂
丘　

薩さ
つ

摩ま

焼や
き

　
　

心
を
癒い

や

す　

湯
煙
に

　
　

明
日
の
幸
せ　

夢ゆ
め

馳は

せ
る

　
　

梅う
め

香か
お

り　

風か
ぜ

薫か
お

り

　
　

ロ
マ
ン
漂た

だ

よ
う　

日
置
市
は

　
　

煌き
ら

め
く
自
然
が　

薫か
お

る
ま
ち

三　

面お
も

影か
げ

残の
こ

る　

街か
い

道ど
う

に

　
　

妙み
ょ
う
え
ん
じ
ま
い

円
寺
参
り　

ま
つ
り
う
た

　
　

想
い
伝
え
て　

花
と
咲
く

　
　

夢
ひ
ら
き　

明あ

日す

拓ひ
ら

き

　
　

若
さ
煌き

ら

め
く　

日
置
市
は

　
　

明
る
い
未
来
に　

翔か
け

る
ま
ち

３
月　

上
市
来
水
源
地
通
水
（
６
日
）

　
　
　

�

皆
田
小
学
校
閉
校
（
東
市
来
地
域
）

（
２５
日
）

４
月　

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

（
１
日
）

　
　
　

�

東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場

落
成
（
２２
日
）

６
月　

�

市
内
３
郵
便
局
住
民
票
等
取
り
扱

い
開
始
（
１
日
）

１０
月　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
２７
・
２８
日
）

平
成
２０
年

２
月　

�

日
置
市
観
光
協
会
合
併
協
定
調
印

式
（
２５
日
）

３
月　

�

美
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

（
３１
日
）

　
　
　

永
吉
出
張
所
閉
所
（
３１
日
）

５
月　

�

韓
国
・
南
原
市
文
化
交
流
友
好
協
力

協
約
締
結
（
韓
国
・
南
原
市
）（
１
日
）

７
月　

�

妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成

（
５
日
）

１０
月　

と
く
と
く
ひ
お
き
券
発
行
（
１
日
）

　
　
　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

交
流
大
会
（
２５
～
２８
日
）

１１
月　

�

韓
国
・
南
原
市
文
化
交
流
友
好
協

力
関
係
協
約
締
結（
日
置
市
）（
１
日
）

平
成
２１
年

１
月　

�

日
置
市
内
４
町
法
人
会
合
併
協
定

調
印
式
（
２０
日
）

５
月　

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
（
１７
日
）

６
月　

�

永
吉
お
よ
び
中
川
交
換
局
の
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
化
（
２５
日
）

平
成
２２
年

１
月　

�

乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
を
実
施

（
１８
日
）

３
月　

伊
集
院
北
保
育
所
閉
所
（
３１
日
）

４
月　

日
置
市
診
療
所
開
業
（
１
日
）
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「地デジ」へ
もうすぐです

来年の７月２４日 正午
すべてのアナログ放送が終了します

残り１年

　現在のテレビ（地上波アナログ）放送は、来年（２０１１ 年）の７月 ２４ 日で、
すべて終了し、地上デジタル放送（地デジ）に完全移行します。
　地上デジタル放送を視聴するための準備が必要となり、お済みでない方
はテレビを見ることができません。
　残り１年、もう時間がありません。間近になってあわてることのないよ
う早めの準備をお願いします。

　デジサポ（総務省テレビ受信者支援セ
ンター）では、地域の実情に応じた、き
め細かな相談、説明等を適切に実施して
いくために、従来の総務省地デジコー
ルセンターの全国共通番号（０５７０－０７－
０１０１）に加え、地域ごとに受信相談受付
の電話番号を設置しました。
　地デジに関する受信相談は、次の電話
番号にお気軽にお問い合わせください。

デジサポ鹿児島
０９９-８３３- ２０２０
【受付時間】
平　日　　　　　９：００～２１：００
土・日・祝日　　９：００～１８：００

　地デジを家庭で見るには、ＵＨＦのアンテナのほか、
地デジ対応のデジタルテレビに買い換えるか、今お使
いのアナログテレビにデジタルチューナーを買い足す
かなどの準備が必要になります。
　でもそれだけでは安心できません。準備は整っても、
地デジが見れないという地域が発生しています。それ
は電波の特性や地理的な要因などによるものです。
　鹿児島県地上デジタル推進協議会では、そうした地
域の把握に努め、対策を進めていますが、完全に把握
するには個々の情報提供も必要です。
　期限が迫ってくると地デジ対策が間に合わない場合
も想定されます。地デジへの切り替えは、できるだけ
早く、お近くの電器店か家電量販店にご相談ください。
　もし、地デジの準備は整ったが、映らないといった
状況があれば、早めに市役所か、右に記載のデジサポ（テ
レビ受信者支援センター）にお問い合わせください。

地デジ相談会・説明会のご案内
　まだ、アナログ放送をご覧の皆さまを
対象に、「お住まいの地域は地デジが映
るのか？」「どうしたら見られるのか？」
などの相談を受ける「地デジ相談会」と
地デジを体験できる「地デジ説明会」を
開催します。事前の申し込みは必要あり
ません。お気軽にお越しください。

【問い合わせ先】
デジサポ鹿児島　　℡ ８１２ － ８００１
市役所企画課　　　℡ ２７３ － ２１１１

◇ 地デジ相談会と説明会の日程 ◇
会　　場 相談会 説明会

６月29日（火） 吹上中央公民館 
ロビー・和室 10時～ 16時 14時～ 15時

６月30日（水） 日吉中央公民館 
会議室・大ホール 10時～ 16時 14時～ 15時

７月１日（木） 東市来支所 
ロビー・第４会議室 10時～ 16時 14時～ 15時

７月２日（金） 日置市中央公民館 
ロビー・研修室2・3 10時～ 16時 14時～ 15時

えっ　地デジにしたのに映らない？！ 地デジに関する問い合わせ
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えっ　地デジにしたのに映らない？！

　

平
成
１７
年
の
合
併
当
初
、
日
置
市

に
は
自
治
会
が
２７４
カ
所
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
四
月
現
在
で
は
１７８
カ
所

で
、
こ
の
五
年
間
で
９６
カ
所
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
、
自
治
組
織
と
し
て
維
持
・
存
続

を
す
る
た
め
に
、
近
隣
自
治
会
と
話

し
合
い
、
自
治
会
統
合
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

市
で
は
、
自
治
会
統
合
交
付
金
（
平

成
２１
年
度
ま
で
の
統
合
が
対
象
）
な

ど
で
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く
の
他

人
」「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
な
ど
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
地
域
に
住

む
人
同
士
、
支
え
あ
っ
て
暮
ら
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
定
の
区
域
で
、

地
縁
が
取
り
持
つ
人
々
が
、
ル
ー
ル

を
決
め
、
役
割
や
お
金
、
労
力
を
分

担
し
合
う
組
織
が
自
治
会
で
す
。

　

自
治
会
の
運
営
方
法
は
、
会
員

(

人
口)

や
世
代
構
成
、
地
勢
な
ど

の
条
件
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。
そ
の
運
営
は
、
す
べ
て
自

治
会
と
い
う
組
織
が
民
主
的
に
決
定

し
、
自
治
会
の
財
源
で
取
り
組
み
、

そ
の
責
任
を
自
ら
負
う
と
い
う
「
自

治
」
が
、
か
ね
て
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

共
生
・
協
働
を
担
う
市
に
と
っ
て

も
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
組
織

の
維
持
・
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
自
治

会
へ
の
対
応
は
、大
き
な
課
題
で
す
。

　

一
方
自
治
会
未
加
入
者
の
増
加

も
、
自
治
会
運
営
を
足
元
か
ら
揺
る

が
す
も
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
解
決
に
、

自
治
会
の
中
心
と
な
る
の
が
自
治
会

長
さ
ん
で
す
（
８
～
９
㌻
参
照
）。

会
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て

自
治
会
運
営
を
し
な
が
ら
、
農
協
や

防
犯
協
会
な
ど
多
様
な
団
体
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
、
各

地
域
に
は
自
治
会
長
連
絡
協
議
会

（
日
吉
は
自
治
会
）
が
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
地
域
連
絡
協
議
会
は
、

年
に
数
回
、
自
治
会
活
動
研
修
会
を

開
き
、
活
動
や
組
織
づ
く
り
、
行
政

関
連
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
の
協
議

や
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
日
置
市
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
は
、
４
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
理

事
で
定
期
的
に
理
事
会
を
開
催
。
各

地
域
連
絡
協
議
会
の
相
互
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
市
と
の
連
携
を
図
り
、

自
治
会
活
動
の
活
性
化
を
進
め
て
い

ま
す
。先
日
行
わ
れ
た
理
事
会
で
は
、

五
周
年
を
迎
え
る
市
連
協
の
記
念
大

会
を
、
来
年
一
月
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
自
治
会
は
行
政
の
最
大
の
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
濵
﨑
市
連
協
会
長
。
共

生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
足

腰
の
強
い
自
治
会
組
織
が
不
可
欠
で

す
。

⑫⑫

　

日
置
市
内
に
は
現
在
、
自
治
会
が
一
七
八
カ
所
あ
り
、

同
じ
地
域
に
住
む
住
民
が
参
画
し
て
、
自
治
が
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
地
域
の
課
題
を
、
地
域
の
権
限
と
責
任
と

財
源
で
解
決
で
き
る
、
自
治
の
基
礎
的
組
織
で
す
。

身
近
に
自
己
決
定
・
自
己
責
任

行
政
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー

自治会による
自治と共生 ･協働

地
縁
が
取
り
持
つ
自
治
組
織

日置市自治会長連絡協議会組織体制
日置市自治会長連絡協議会

役　職 氏　　名 地域

会　長 濵﨑　滿洋 東市来
田中　輝雄 伊集院

副会長 山口　義光 日　吉
榊　　秀德 吹　上

監　事 久留　俊夫 東市来
手塚　英司 日　吉

地
域
の
理
事
１４
人
の
互
選

で
選
出
。

東市来町自治会長連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 濵﨑　滿洋 平迫比良
副会長 四元　碩朗 杉之迫
書記会計 山口　政夫 田之湯
監　事 久留　俊夫 城之町
　連協は全自治会長 ４３ 人で構成
され、各地区選出の理事 １１ 人か
ら会長１人、副会長１人、書記会
計１人、監事２人を選出。

日吉地域自治会連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 山口　義光 八　幡

副会長 上口　一志 草　原
奥　　正行 二　潟

監　事 手塚　英司 南　区

　連協は全自治会長 １８ 人で構成
され、会長１人、副会長２人、監
事２人を選出。

伊集院地域自治会長連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 田中　輝雄 妙円寺2

副会長 酒匂　靖夫 徳重東
宮川　善徳 飯牟礼上

　連協は全自治会長 ６１ 人で構成
され、各地区選出の理事 ２０ 人か
ら会長１人、副会長５人、書記会
計１人、監事２人を選出。

吹上地域自治会長連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 榊　　秀德 瀬　谷
書記会計 滿留壽五郎 西本町
理　事 原口　三善 花熟里
　連協は全自治会長 ５６ 人で構成
され、各地区選出の理事 １１ 人か
ら会長１人、書記会計１人、監事
２人を選出。

＊各地域の連絡協議会役員及び理事から選出された上記 １４ 人が市連絡協議会の理事を務めます。

＊
各
地
域
連
協
役
員
３
人
と
、
東
市
来
、
日
吉
か
ら
監
事
１
人
が
市
連

協
の
理
事
で
す
。
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普通救命講習会を
� 受講しましょう！！

講習時間は約３時間です。
講習会最後に「講習修了証」を発行します。

悪質な訪問販売に注意！
　消防職員が販売したり、特定の業者に販売を委託した
りすることはありません。電気店やホームセンター、消
防設備の店などで購入することができます。

　人を救えるのは、そばにいる「あなた」です。
　突然、心臓や呼吸が止まってしまった人を救うためには、そばに居合わせた人
が救命処置をすることが大事です。
　救急隊が、到着するまでのわずかな時間が大切になります。
　そういうときのために、人工呼吸や心臓マッサージとAEDの取り扱いを学ぶ
普通救命講習を受講してみませんか。

AED（自動体外式除細動器）
電気ショックを行うための機器です。
自動的に、電気ショックが必要かどうか判断し、音声
メッセージで電気ショックを指示してくれます。

住宅用火災警報器は

　　平成２３年５月３１日までの設置が義務化されています！

２０１０年全国統一防火標語
｢消したかな｣ あなたを守る　合言葉
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【消防本部・消防署への問い合わせ先】
　日置市消防本部　消 防 署　 ０９９（２７２）０１１９
　　　　　　　　　北分遣所　 ０９９（２７４）０１１９
　　　　　　　　　南分遣所　 ０９９（２９９）３０１９

熱中症 防ごう
　暑さや熱による生体の障害を総称して「熱中症」といいます。
　熱中症は、体温の上昇を伴わない日射病と熱けいれん、体温上昇を伴う熱疲労
と熱射病に分類されます。
　いずれにしても、体調不良を感じたら無理をせず
早めの対応が必要です。

熱中症を予防するには・・・
　１．�寝不足や体調不良のときは、炎天下での作業

や運動は控えましょう。　
　２．�こまめに水分補給（スポーツドリンクなど）

と休憩をしましょう。
　３．屋外にでるときは、通気性や吸湿性のよい涼しい服装を心掛けましょう。
　４．自分自身はもちろん、周囲の人も気を付けてあげましょう。

もしも熱中症かな？と思ったら・・・
　１．�反応を確認してください。呼び掛け反応がなければ緊急事態です。すぐに

１１９番通報をしましょう。　
　２．風通しのよい日陰や、冷房の効いた屋内に移動しましょう。
　３．�衣服をゆるめて楽にしましょう。冷たいタオルや氷をいれた袋を、脇の下

や太ももの付け根に置いて体を冷やしましょう。                
　４．�自分で飲めるようであれば、水分補給（スポーツドリンクなど）をしましょう。

◎ 団員募集 ◎
　消防団は、わが街を災害から守るという使命
感のもと、地域の防災リーダーとして幅広い活
動を行っています。
　しかしながら、その一方で消防団員の減少や
消防団員の高齢化などの問題が生じてきており、
その充実強化が最大の課題となっています。
　あなたも自分の街、みんなの街、そして大切
な家族を守るため、消防団活動に参加してみま
せんか。
　若い方々はもとよ
り、志のある方々の
入団を心からお待ち
しています。

救急隊との連携
についてお知らせ

　「救急車を呼んだのに消防車が来た」と思われ
るかもしれませんが、救急隊だけでは処置困難
な現場で消防隊と連携して活動します。
　 火災と間違わないように注意してください。

　入団希望者
は、消防本部
総務課消防団
係まで
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平成２２年度　自治　会長を紹介します！
　地域のまとめ役として、１年間よろしくお願いします。

　住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動へ

の積極的な参加をお願いいたします。

◆日吉地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

二
に が た

潟 奥　　正行 292－2693 帆
ほ の み な と

之 港 満尾　利親 292－4063 毘
び し ゃ も ん

沙 門 中島　春洋 292－2701

山
や ま だ

田 室屋　栄蔵 292－3081 八
は ち ま ん

幡 山口　義光 292－3230 草
く さ は ら

原 上口　一志 292－3712

日
に っ し ん

新 今別府利行 292－2976 柿
か き の た に

之 谷 久保　勲一 292－2483 北
き た く

区 鳩野　　學 292－2054

熊
く ま の

野 谷山　宏明 292－3886 諏
す わ

訪 赤間　孝一 292－2461 中
な か く

区 鳩野　哲盛 292－3983

西
に し ご う

郷 古野　繁盛 292－2923 草
そ う み

見 松元　純市 292－2354 南
み な み く

区 手塚　英司 292－4374

日
ひ お き ふ も と

置 麓 宮内　　博 292－2189 笠
か さ が の

ヶ 野 下笠　政文 292－2398 扇
お お ぎ お

尾 上田平重夫 292－2368

◆伊集院地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

上
か み ほ う ぎ り

方 限 末永　義弘 272－2352 中
な か ふ く ら

福 良 奥　　祐義 273－1516 下
しもこうどの

神殿１区 當山　正吉 272－3962

四
し ろ う ぞ の

郎 園 福永　安裕 273－1525 平
ひ ら こ

古 向井　隆之 272－4603 下
しもこうどの

神殿２区 北之園　忍 272－2079

下
し も ほ う ぎ り

方 限 正木　厳範 273－3558 郡
こ お り し も

下 林田　榮次 273－1801 下
しもこうどの

神殿３区 下御領伸一 273－2925

麓
ふ も と ひ が し

東 坂下　正行 272－4509 大
お お た か み

田 上 西原　髙晴 272－2563 下
しもこうどの

神殿４区 吉村　忠久 272－5431

天
て ん じ ん ば ば

神 馬 場 上村　良佑 272－3580 大
お お た な か

田 中 入船　武久 273－1526 桑
く わ ば た

畑 重留　茂夫 273－1012

上
う え の ば ば

之 馬 場 川越　信雄 273－5946 大
お お た し も

田 下 伊集院　勲 273－1034 野
の だ

田 宮園　光次 273－4847

元
も と ま ち

町 山口　清寛 273－1022 久
く き の の

木 野 々 今村　福治 273－6567 寺
て ら わ き

脇 小山田　惠 273－5090

向
む か え ま ち

江 町 橋口正太郎 273－3525 飯
い い む れ し も

牟 礼 下  上之園浩一 273－6734 朝
あ さ ひ が お か

日 ヶ 丘 窪田　義次 272－3077

中
ち ゅ う お う ど お り

央 通 家村　仲五 272－2815 腰
こし 川嵜　　進 273－2897 立

た ち の

野 川畑　　巽 273－2389

駅
え き ま え

前 徳留　秋輝 272－2009 善
ぜ ん ぷ く

福 益満　富治 273－6791 妙
みょうえんじ

円寺１区 上園　俊一 273－0802

銀
ぎ ん て ん ど お り

天 通 家村　紀弘 273－1650 飯
い い む れ か み

牟 礼 上 宮川　善徳 273－3924 妙
みょうえんじ

円寺２区 田中　輝雄 273－2096

城
じ ょ う や ま

山 浜田　盛遠 272－2689 飯
い い む れ な か

牟 礼 中 髙橋　宏明 273－5817 妙
みょうえんじ

円寺３区 萩原　浩一 273－5592

荒
あ ら せ

瀬 前田　純正 273－1586 古
ふ る じ ょ う

城 西山　益穗 273－6475 妙
みょうえんじ

円寺５区 宮原　和夫 272－4066

小
こ じ ょ う

城 鮫島　吉満 272－3973 恋
こ い の は ら

之 原 森　　俊郎 273－6433 妙
みょうえんじ

円寺６区 松元　健二 273－0417

瀬
せ と う ち

戸 内 上野　義信 272－4654 下
し も つ ち ば し

土 橋 和田　文男 273－1928 妙
みょうえんじ

円寺７区 常深　　勇 272－5894

徳
と く し げ ひ が し

重 東 酒匂　靖夫 273－2024 上
か み つ ち ば し

土 橋 宮下　敏哉 273－9172 妙
みょうえんじ

円寺８区 五反田敦夫 273－0689

猪
い が く ら

鹿 倉 三窪　　昭 272－4739 中
な か が わ

川 上　　　勇 273－9656 妙
みょうえんじ

円寺９区 佐多　申至 273－3188

清
き よ ふ じ

藤 松崎　弘安 273－2472 竹
た け の や ま

之 山 前村　　勝 273－9450 つつじヶ丘１区 小川　春夫 273－3545

郡
こ お り か み

上 田代　久雄 273－2025 麦
む ぎ う だ し も

生 田 下 吉村　建二 273－1970 つつじヶ丘２・３区 前田　唯男 272－0516

郡
こ お り う ち

内 福留　輝美 273－1454 上
か み こ う ど の

神 殿 柳田　秀吉 273－9783

宮
み や わ き

脇 平田　　昇 272－0568 中
な か こ う ど の

神 殿 福田　徹郎 272－5669
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平成２２年度　自治　会長を紹介します！

◆吹上地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

西
に し ほ ん ま ち

本 町 滿留壽五郎 296－2028 小
お の は ま

野 浜 岩元　　巖 296－6578 上
か み わ だ

和 田 中村　　正 296－5199

東
ひ が し ほ ん ま ち

本 町 原田　　繁 296－2676 小
お の ば ば

野 馬 場 幾留　和夫 296－5391 中
な か わ だ

和 田 上床　耕造 296－2902

坂
さ か も と

元 黒川　紀男 296－2256 小
お の

野 平原　貞雄 296－5374 下
し も わ だ

和 田 妹尾　正信 296－6282

多
た ほ う じ

宝 寺 大北　節雄 296－4698 下
し も た じ り

田 尻 下村　盛義 296－5953 苙
お ろ お か

岡 下窪　秋男 296－5990

ふ も と 池上　成年 296－3718 中
な か た じ り

田 尻 山口　正美 296－4625 入
い り き

来 小園　　勉 296－5979

小
こ ま き

牧 窪田　　繁 296－2970 上
か み た じ り

田 尻 井之上作次 296－5155 西
に し は ら

原 中村清一郎 296－2399

湯
ゆ の も と

之 元 下村　俊治 296－5177 芋
い も の

野 岩崎　洋征 296－5702 入
い り き は ま

来 浜 上野　正宏 296－4917

南
み な み ゆ の も と

湯 之 元 田原　嘉治 296－4067 野
の く び

首 宮原　　勉 296－3676 今
い ま だ

田 藏前　鐵郎 296－3336

緑
み ど り が お か

ヶ 丘 中村　節子 296－2235 下
し も よ く ら

与 倉 城倉　國栄 296－3707 小
こ な が よ し

永 吉 赤井田秀和 296－5378

窪
く ぼ た

田 内村　俊彦 296－2176 藤
ふ じ も と

元 四元　久美 296－5483 草
く さ た ば る

田 原 徳満　平吉 297－2837

宮
み や さ か

坂 濵田　　修 296－4095 赤
あ か に た

仁 田 三窪　薩男 296－6160 下
し も く さ た

草 田 徳重　政博 299－3713

上
か み な か の さ と

中 之 里 大木下　光 296－3828 上
か み よ く ら

与 倉 窪田　和洋 296－5662 浜
は ま だ

田 畠中　貞治 299－3123

下
し も な か の さ と

中 之 里 山下　正成 296－5072 田
た の し り

之 尻 中馬　三郎 296－6194 川
か わ な か

中 恒吉　英治 297－2514

南
み な み み や う ち

宮 内 樋渡　健郎 296－2563 今
い ま か ん り ゅ う

観 龍 馬籠　君夫 296－5175 新
し ん が わ は ら

川 原 長野　寿郎 299－3556

東
ひ が し み や う ち

宮 内 平峯　健藏 245－1850 平
ひ ら か く ら

鹿 倉 馬籠　敦男 296－3870 永
な が よ し ち ゅ う お う

吉 中 央 胸元　光盛 299－3431

西
に し み や う ち

宮 内 長谷　正明 296－4507 日
ひ ぞ え

添 田中　安男 296－6136 永
な が よ し ひ が し

吉 東 安藤　輝也 297－2759

中
な か つ

津 髙田　　仁 296－3092 苙
お ろ ん く ち

口 東　　建次 296－5970 印
お し ぐ ち

口 川口　貞夫 297－2404

亀
か め は ら

原 井上　克己 296－3881 瀬
ぜ た に

谷 榊　　秀德 296－2684 坊
ぼ う の

野 髙田　正光 297－2640

花
け じ ゅ く り

熟 里 原口　三善 296－5123 助
す け し ろ

代 坂口　正視 296－2197

◆東市来地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

高
た か や ま

山 立和名徳文 274－9833 杉
す ぎ の さ こ

之 迫 四元　碩朗 274－4572 堀
ほ り う ち

内 南   　宏機 274－1833

鉾
ほ こ の は ら

之 原 鮫島　秀則 274－6823 坂
さ か の う え し た

之 上 下 幾留　治男 274－3694 上
か み い ざ く だ

伊 作 田 谷口   則夫 274－9070

立
た ち わ な

和 名 立和名忠身 274－9813 美
み や ま

山 東條　良明 274－0521 元
も と い ざ く だ

伊 作 田 穂満   良照 274－4512

荻
おぎ 米澤　正喜 274－9332 牧

ま き の す み

之 角 西　　展孝 274－0792 中
な か い ざ く だ

伊 作 田 肥塚　章弘 274－2527

北
き た や ま

山 北山　義寛 274－9755 大
お お び ら

平 脇田　敏秋 274－5192 柿
か き の さ こ

之 迫 内田   忠夫 274－3501

上
う わ と こ

床 馬場口知治 274－0250 皆
か い だ ひ が し

田 東 鍛治屋隆雄 274－0605 江
え ぐ ち

口 岡元　 義実 274－5402

田
た し ろ

代 楠生　恭二 274－9730 皆
か い だ に し

田 西 松尾　光裕 274－1309 川
か わ き た

北 濵田   藤人 274－5433

梅
う め き

木 德重　　悟 274－9916 丸
ま る ま き

牧 室 屋 惠藏 274－5489 平
ひ ら さ こ び ら

迫 比 良 濵﨑　滿洋 274－0297

元
も と よ う ぼ

養 母 上養母義文 274－4412 上
う え の ひ が し

野 東 石原   　豊 274－0186 赤
あ か さ き

崎 野村　幸雄 274－2878

下
し も よ う ぼ

養 母 野元　正利 274－3805 上
う え の に し

野 西 柳園　冨甫 274－5755 鑪
た た ら ぐ ち

口 西田　正徳 274－5852

麓
ふ も と か み

上 永山　喜教 274－2769 向
む か ゆ だ

湯 田 山元　　 登 274－0153 永
な が や ま

山 浜崎　千尋 274－4064

麓
ふ も と し も

下 永田　鐵山 274－4653 駅
え き ぜ ん

前 池滿　隼人 274－2935 神
か み の か わ

之 川 永山　修治 274－5146

古
ふ る い ち

市 有川　國廣 274－4939 中
ち ゅ う お う

央 國分　　隆 274－2478 南
み な み か み の か わ

神 之 川 檜物   賢志 274－4641

城
じ ょ う の ま ち か み

之 町 上 平松　利幸 274－3888 元
も と ゆ

湯 高須　 眞一 274－4791

城
じ ょ う の ま ち

之 町 久留　俊夫 274－5045 田
た の ゆ

之 湯 山口　政夫 274－1768
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日
置
市
総
合
計
画
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ

う
な
評
価
を
お
持
ち
か
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご

意
向
や
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め

に
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

調
査
方
法

　

調
査
は
、
昨
年
十
二
月
に
市
内
に

居
住
し
て
い
る
、
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
十
八
歳
以
上
の
方
二
千
人
を
対

象
に
調
査
票
を
配
布
し
、
千
四
十
人

の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
表
①
）。

調
査
項
目

　

質
問
内
容
は
、
性
別
や
職
業
な
ど

の
基
本
属
性
を
は
じ
め
、
十
四
の
項

目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、併
せ
て
、

日
置
市
の
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
見
や
提
案
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
合
併
効
果
を
質
問
し
た

項
目
で
は
「
効
果
が
あ
り
」
と
「
や

や
効
果
が
あ
り
」
と
回
答
し
て
い
る

最
も
多
い
項
目
は
「
観
光
や
交
流
活

動
の
活
性
化
」、「
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
」、「
公
共
施
設
の
有
効
活
用
」

が
あ
が
っ
て
い
る
一
方
、
合
併
し
て

も
特
に
変
わ
ら
な
い
と
い
う
意
見
が

多
く
を
占
め
ま
し
た
（
表
②
）。

　

日
置
市
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
最

も
多
い
の
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
で
あ
る
」
に
次
い
で
、「
環
境
が

守
ら
れ
美
し
い
ま
ち
で
あ
る
」、「
便

利
な
ま
ち
で
あ
る
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
か
さ
に
つ
い
て
は
、「
心
身
の

健
康
」
と
回
答
す
る
方
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
安
心
で
き
る
治
安
の

よ
さ
」、「
地
域
で
の
良
い
人
間
関
係
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
③
）。

　

ま
た
日
置
市
総
合
計
画
を
構
成
す

る
七
つ
の
分
野
で
力
を
い
れ
る
べ
き

分
野
と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
次
い
で
「
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
不
便
さ
を
感
じ

な
い
都
市
基
盤
づ
く
り
」
と
な
り
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
の
期
待
で
は
、

「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
次
い
で
「
就

業
機
会
の
創
出
」、「
企
業
の
誘
致
と

育
成
」
と
な
り
ま
し
た
。（
表
④
）

　

快
適
に
居
住
で
き
る
都
市
づ
く
り

の
分
野
で
力
を
い
れ
る
べ
き
施
策
と

し
て
最
も
多
い
の
は
「
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
の
確
保
と
充
実
」
で
次

い
で
「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推

進
」、「
消
費
生
活
の
安
心
安
全
の
推

進
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
⑤
）

　

市
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査
結
果

を
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
施

策
の
見
直
し
や
予
算
配
分
の
重
点
化

な
ど
の
判
断
材
料
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

4.5

3.8

3.2

3.8

5.8

4.1

4.0

16.2

17.4

15.9

14.5

18.5

20.9

21.2

19.9

25.7

27.5

33.2

33.0

30.5

33.5

11.3

14.8

13.8

14.5

11.3

11.7

13.2

13.6

11.9

18.0

9.8

10.0

10.9

36.7

20.4

22.7

12.1

17.8

19.3

13.8

3.4

4.3

5.0

3.9

3.5

3.6

8.0

3.

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

効果があり

やや効果があり

変わらない

あまり効果なし

効果なし

分からない

無回答

9

行財政の効率化および
経費の削減

市民サービスの高度化
および多様化

広域的視点に立った
まちづくりと施策の展開

住民の利便性の向上

公共施設の有効活用

観光や交流活動の
活性化

地域のイメージアップ

（%）

表②　　　　　　【合併効果について】

11.5

14.6

20.5

8.1

9.7

11.1

4.2

30.7

28.0

39.1

18.1

38.5

31.0

30.1 31.5

31.8

30.5

18.6

30.4

24.9

18.5

9.4

9.8

11.9

20.2

16.4

7.5

9.0

10.1

11.0

20.2

13.8

15.2

7.9

9.3

7.8

7.0

6.3

6.4

6.9

6.7

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

そう思う

どちらかといえ
ばそう思う

どちらでもない

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない

無回答

（%）

便利なまちである

環境が守られ美しいまちである

活力あふれるまちである

安心して暮らせるまちである

地域の特色にあふれる
まちである

地域のふれあい、連帯感の
あるまちである

誇りが持てるまちである

表③　　　　　　【日置市について】

4.7

10.0

10.4

13.0

20.3

35.

2.0

4.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40（%）

6
子どもから高齢者まで安心して暮らせるまちづくり

（保健医療福祉の充実）

どこに住んでいても不便さを感じない都市基盤づくり
（社会基盤の整備）

自然風土や産業基盤を生かした活力のある
産業群の育成（産業経済の振興）

市民の満足度と効率化を両立できる体制づくり
（行財政改革・市民参画）

自然環境と調和する豊かな暮らしづくり
（生活環境の充実）

地域の活性化を支える組織活動の充実
（住民自治）

特色ある地域文化を継承する風土づくり
（教育文化の振興充実）

無回答

表④　　【日置市が今後力を入れる分野ついて】

0.9
1.2

1.6
3.0

3.5

3.6

3.6
3.9

4.0

4.8

5.8

6.7

7.6

8.8
11.8

12.0

17.3

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

交通安全・防犯対策の推進
消費生活の安心安全の推進

道路網の整備
環境美化・自然保護の推進

市街地の開発・整備
安全で安定的な水の供給

（%）

ゴミ減量化と再資源化の推進

利用しやすい公共交通の確保と充実

公園や緑地の整備
防災体制の充実

新・省エネルギーの導入推進
住宅や宅地の整備

情報通信基盤の整備
生活排水の適正処理
特にない・分からない

その他
無回答

表⑤　　　　【快適な都市づくりについて】

お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

℡
０
９
９

－

２
７
３

－

２
１
１
１

�

（
内
線
１
２
６
２
）

　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
係

�

（
内
線
１
２
０
６
）

表①【回収者の状況】
地　域 回収数 有効回収率
東市来 249 50.92％
伊集院 471 50.27％
日　吉 120 56.34％
吹　上 161 46.25％
不　明 39 －

計 1,040 52.34％
※�　寝たきりの方や入院または転出などに
より配布状態で調査票が戻ってきたた
め、有効発送数は、１,９８７人になりました。

ま

ち

づ

く

り

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施
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日
吉
地
域
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
で
は
年
金
支
給
日
の
四
月

十
五
日
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
四
月
六
日
か
ら
二
十
日
ま

で
春
の
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
日
吉
駐
在
前
の
県
道
３７

号
と
、
二
カ
所
の
金
融
機
関
で
「
春

の
地
域
安
全
運
動
」
と
「
振
り
込
め

詐
欺
防
止
」
の
チ
ラ
シ
を
配
布
、「
振

り
込
め
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
」
と
被
害
防
止
を
呼
び

　

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
の
開

始
式
が
五
月
二
十
一
日
、
吹
上
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
行
政
関
係
者
や

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
団

体
代
表
な
ど
、
四
十
七
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
「
今
年
も
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
や
、
環
境
保
護
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
」
と
県
自
然
保
護
課
長
が

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
各
団
体
代
表

に
「
か
め
ま
る
君
」
か
ら
監
視
員
の

　

今
年
度
、
日
置
市
か
ら
自
衛
隊
へ

入
隊
し
た
三
人
の
隊
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勤
務
地
よ
り
帰
郷
し
、
四
月

三
十
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

市
長
は
「
自
衛
隊
は
国
防
や
災
害

へ
の
対
応
な
ど
国
民
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
立
派
に
勤
め
、
期
待

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　

隊
員
ら
は
、
体
力
や
精
神
力
が
向

上
し
た
こ
と
を
報
告
し
「
今
後
も
、

古
里
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、
仕
事
に
励

み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

産
卵
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
浜
辺
を
巡
回

た
く
ま
し
く
な
っ
て
帰
郷

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
社
会
福
祉
を
推
進

春
の
地
域
安
全
運
動

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式

自
衛
隊
新
入
隊
者
表
敬
訪
問

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
定
期
総
会
開
催

掛
け
ま
し
た
。

　

顔
の
見
え
な
い
相
手
に
個
人
情
報

を
安
易
に
伝
え
ず
、
何
か
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

腕
章
が
手
渡
さ
れ
、早
速
、パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、県
下
の
上
陸
確
認
頭
数
は
、

五
千
二
百
四
十
三
頭
。
過
去
の
推
移

か
ら
み
る
と
高
い
数
値
と
な
っ
て
お

り
、
日
置
市
で
も
九
十
七
頭
の
上
陸

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心

し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
き
れ
い
な

砂
浜
を
守
り
、
環
境
保
護
と
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
活
動
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
市
内
四
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
百
三
十
八
人
が
参

加
。
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
と
児

童
憲
章
の
前
文
の
朗
読
の
後
、
日
ご

ろ
の
訪
問
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

活
動
の
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
五
月
十
二
日
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
と
地

域
福
祉
へ
の
推
進
を
目
指
し
て
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

第
五
回
定
期
総
会
が
五
月
十
二
日
、
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き
れ
い
に
晴
れ
渡
っ
た
五
月
三

日
、
江
口
漁
港
で
ふ
る
さ
と
港
ま

つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
乗
船
体
験
や
地

域
芸
能
披
露
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

鮮
魚
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
、
毎
年
大
人
気
の
「
魚

の
つ
か
み
捕
り
大
会
」
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
特
設
プ
ー
ル
の
中
に
飛
び

込
み
大
は
し
ゃ
ぎ
。
用
意
さ
れ
た
タ

イ
や
チ
ヌ
、
タ
コ
な
ど
を
必
死
に

な
っ
て
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
秋
太
郎
（
バ
シ
ョ
ウ
カ

ジ
キ
）
や
豪
華
海
産
物
の
当
た
る
抽

選
会
が
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
、
来

場
者
は
自
分
の
当
選
を
期
待
し
な
が

ら
発
表
さ
れ
る
番
号
に
大
き
な
歓
声

と
た
め
息
が
あ
ふ
れ
、
終
日
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

廃
校
と
な
っ
た
旧
平
鹿
倉
小
学
校

（
吹
上
）
の
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
「
平
鹿
倉
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
大
会
」が
四
月
二
十
五
日
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
は
、
十
年

以
上
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

飼
料
高
騰
の
関
係
で
昨
年
か
ら
、

釣
ざ
お
一
本
当
た
り
千
円
の
入
場
料

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
市

内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
愛
好
者
や
、

家
族
連
れ
が
釣
り
ざ
お
を
手
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
体
長
二
十
㌢
を
優
に

超
え
る
ニ
ジ
マ
ス
を
次
々
に
釣
り
上

げ
、
中
に
は
一
時
間
余
り
で
持
参
し

た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
一
杯
に
す

る
参
加
者
も
。

　

大
会
の
た
め
に
、
平
鹿
倉
青
壮
年

部
（
田
中
靖
英
部
長
）
が
昨
年
の

十
一
月
、稚
魚
二
千
五
百
匹
を
購
入
、

丹
精
込
め
て
養
殖
し
ま
し
た
。

　

田
中
部
長
は｢

プ
ー
ル
の
水
の
管

理
に
苦
労
し
た
が
、
今
年
も
大
勢
の

参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ

か
っ
た｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
九
日
、
美
山
地
区
（
東

市
来
）
で
美
山
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
古
き
歴
史
を

も
つ
史
跡
や
自
然
豊
か
な
美
山
を
、

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
美
山
地
区
公
民
館
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し

ま
探
検
の
会
の
東
川
隆
太
郎
さ
ん
が

案
内
人
と
し
て
参
加
。
江
戸
時
代
後

期
か
ら
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
坂
本

龍
馬
や
篤
姫
、
小
松
帯
刀
な
ど
偉
人

た
ち
と
美
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

地
域
に
残
る
多
く
の
史
跡
を
巡
り
な

が
ら
の
説
明
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
メ
イ
ン
会
場
の

四
百
年
窯
広
場
に
お
い
て
、
登
り
窯

焚
き
体
験
や
も
ち
つ
き
大
会
、
窯
焚

き
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全

国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大
会
in
日

置
」
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
お
茶
と
薩
摩
焼
（
茶

器
）
と
の
融
合
」
と
題
し
、
薩
摩
焼

で
の
お
茶
の
試
飲
や
お
茶
ク
イ
ズ
、

地
元
産
の
新
茶
販
売
な
ど
も
あ
り
、

会
場
を
訪
れ
た
人
は
豊
か
な
香
り
と

味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

偉
人
も
訪
れ
た
薩
摩
焼
き
の
里
を
巡
る

釣
果
上
々
、
笑
顔
が
は
じ
け
る

港
の
楽
し
さ
満
喫
！

美
山
ウ
ォ
ー
ク

平ひ
ら
か
く
ら

鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

第
18
回
ふ
る
さ
と
港
祭
り

▲見事！ 秋太郎まるごと１本をゲット

▲熱心に説明を聞く参加者▲新茶のＰＲもありました

▲大きい魚捕まえた！
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フ
ラ
ン
ス
の
市
場
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
マ
ル
シ
ェ
日
和　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ

Ｇ
Ｅ
」
が
五
月
三
十
日
、
吹
上
温
泉

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
人
に
吹
上
温
泉

を
知
っ
て
も
ら
い
、
温
泉
街
を
活
性

化
し
よ
う
と
同
温
泉
旅
館
組
合
が
企

画
し
た
も
の
。

　

雑
貨
屋
、喫
茶
店
、創
作
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
な
ど
、
二
十
三
店
舗
が

軒
を
連
ね
た
広
場
に
は
、
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
掘
り
出
し
物
を
探
し
た
り

用
意
さ
れ
た
天
然
温
泉
足
湯
で
の
ん

び
り
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
マ
ル
シ
ェ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
演
奏

や
、
マ
レ
ー
シ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
池
田
日
道
さ
ん
は
「
吹

上
温
泉
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
気

長
な
気
持
ち
で
始
め
た
が
、
来
場
者

は
年
々
増
え
て
い
る
。
最
近
は
、
若

い
入
浴
客
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後

も
温
泉
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

東
市
来
地
域
の
湯
之
元
ク
ラ
ブ
が

五
月
二
日
、
北
九
州
市
の
小
倉
競
馬

場
で
湯
之
元
の
伝
統
馬
事
芸
能
「
湯

之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
」
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央
競

馬
会
）
が
馬
事
振
興
の
一
環
と
し
て

各
地
の
競
馬
場
や
、
場
外
馬
券
売
り

場
な
ど
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に

招
待
さ
れ
た
も
の
で
、
県
外
遠
征
は

昨
年
の
佐
世
保
に
続
き
二
回
目
。

　

当
日
は
、
花
飾
り
で
き
れ
い
に
彩

ら
れ
た
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
を
先
頭
に

お
は
ら
節
や
ハ
ン
ヤ
節
な
ど
六
曲
の

踊
り
を
披
露
。
三
味
線
や
太
鼓
に
合

わ
せ
た
馬
の
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
と
ク

ラ
ブ
員
の
息
の
合
っ
た
踊
り
に
大
き

な
拍
手
が
上
が
り
、
中
に
は
一
緒
に

踊
り
だ
す
人
も
い
ま
し
た
。

　

踊
り
が
終
わ
る
と
観
客
か
ら
は

「
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
踊
り
だ
っ
た
。

今
度
は
鹿
児
島
に
行
っ
て
見
て
み
た

い
」
な
ど
と
声
が
上
が
り
、
馬
踊
り

を
十
分
堪
能
し
た
様
子
で
し
た
。

　

荻
の
伊
勢
神
社
（
東
市
来
）
で
五

月
四
日
、
棒
踊
り
、
庭
狂
言
「
あ
と

や
ま
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
棒
踊
り
は
、
二
百
年
も
前
か

ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
示
現
流
の
護
身

術
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
「
つ

い
た
ち
お
ど
り
」「
チ
ッ

タ
オ
ド
リ
」
と
呼
ば
れ
、

以
前
は
旧
暦
の
六
月
一
日

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年

は
、
荻
、
北
山
、
大
平
、

田
代
、
梅
木
の
五
自
治
会

の
踊
り
手
が
六
尺
棒
や
鎌

な
ど
を
交
え
た
勇
壮
な
踊

り
を
奉
納
、
豊
作
と
悪
疫

退
散
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

踊
り
の
後
は
、
荻
集
落
青
壮
年
部

の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、お
な
じ
み
の「
水

戸
黄
門
」
や
「
遠
山
の
金
さ
ん
」、「
裸

の
大
将
」
の
格
好
で
庭
狂
言
「
あ
と

や
ま
」
を
熱
演
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
内
容
で
会
場
を
笑
い
の
渦
に
引
き

込
み
ま
し
た
。

豊
作
願
い
棒
踊
り
奉
納

小
倉
で
拍
手
喝
采
！

ゆ
っ
た
り
と
市
場
気
分
を
堪
能

荻
「
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り
」

湯
之
元
ク
ラ
ブ

マ
ル
シ
ェ
日
和
＊
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
＊
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今
春
生
産
さ
れ
た
一
番
茶
の
品
質

を
競
う
荒
茶
品
評
会
が
五
月
二
十
四

日
、
さ
つ
ま
日
置
農
協
茶
研
修
セ
ン

タ
ー
（
伊
集
院
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
加
工
者
の
部
に

二
十
四
点
、
生
産
者
の
部
に
十
八
点

の
出
品
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
農
業
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
ら
四
人

の
審
査
員
が
、
外
観（
形
状
、
色
）

や
内
質（
香
気
、水
色
、滋
味
）な
ど
を

審
査
。
香
気
を
審
査
す
る
た
め
の
湯

が
注
が
れ
る
と
、
施
設
内
は
一
番
茶

の
い
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
「
今
年
は
、
中
位

以
上
の
物
は
し
っ
か
り
と
製
造
さ
れ

て
い
た
。
今
後
は
、
摘
み
遅
れ
に
気

を
付
け
、
ま
た
、
摘
採
後
の
生
葉
の

管
理
に
も
気
を
配
り
、
良
質
な
茶
の

製
造
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

加
工
者
の
部

　

一
位　

㈲
船
迫
製
茶
（
伊
集
院
）

　

二
位　

㈲
東
製
茶　

（
東
市
来
）

　

三
位　

㈲
池
田
製
茶
（
伊
集
院
）

生
産
者
の
部

　

一
位　

善
福　

俊
晴
（
伊
集
院
）

　

二
位　

川
路　

義
輝
（
伊
集
院
）

　

三
位　

重
水　

郁
夫
（
東
市
来
）

　

日
置
南
部
広
域
農
道
の
安
全
祈
願

祭
と
完
工
式
が
五
月
十
八
日
、
花け

熟
じ
ゅ
く

里り

大
橋
（
吹
上
）
で
行
わ
れ
、
地
元

住
民
や
関
係
者
な
ど
約
百
五
十
人
が

待
望
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
路
市
長
や
関
係
者
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
地
元
住
民
の
赤

井
田
榮
さ
ん
一
家
（
親
、
子
、
孫
、

ひ
孫
）
四
世
代
を
先
頭
に
渡
り
初
め

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
農
道
は
、
伊
集
院
町
古
城
か
ら

南
さ
つ
ま
市
金
峰
町
を
結
ぶ
総
延
長

二
十
一
㌔
、
総
事
業
費
約
六
十
二
億

円
。
十
二
年
間
を
か
け
て
完
成
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
便
利
に
な
っ
た
道
路
網
を

活
用
し
た
農
産
物
の
流
通
と
、
地
域

農
業
経
済
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
一
日
ま

で
の
三
日
間
、
国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘

荘
で
池
坊
流
派
鹿
児
島
中
央
支
部

「
花
の
散
歩
道
グ
ル
ー
プ
」
の
生
け

花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
十
四
人
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
吹
上
在
住
者
。
普
段
か

ら
吹
上
砂
丘
荘
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
生
け
花
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
生
け
花
展
は
、
制
作
か
ら

展
示
ま
で
、
す
べ
て
の
作
業
を
会
員

自
ら
が
準
備
。
色
と
り
ど
り
の
花
を

使
っ
た
、
美
し
い
作
品
が
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

流
派
の
指
導
者
で
あ
る
牧
啓
子
先

生
は
「
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
花
器
や

素
材
を
準
備
し
て
制
作
し
て
お
り
、

個
性
的
な
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
員
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
、
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
番
茶
の
生
産
加
工
技
術
を
競
う

農
産
物
の
流
通
力
向
上
に
期
待

多
彩
な
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

市
荒
茶
品
評
会

日
置
南
部
広
域
農
道
安
全
祈
願
祭
・
完
工
式

池
坊
流
派
鹿
児
島
中
央
支
部
生
け
花
展
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日
置
地
区
公
民
館
主
催
の
地
引
き

網
体
験
が
五
月
八
日
、
日
吉
地
域
の

西
郷
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
や
地
域
住
民
ら
約
七
十
人
が

参
加
。網
元
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

二
手
に
分
か
れ
、
仕
掛
け
て
お
い
た

網
を
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

　

網
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
と
大
漁
の
魚

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
わ
れ
先

に
魚
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
引
き
網
の
後
は
、
日
置
八
幡
公

民
館
で
食
生
活
改
善
推
進
員
や
八
幡

婦
人
部
が
用
意
し
た
お
に
ぎ
り
と
、

捕
れ
た
て
の
キ
ス
や
ス
ズ
キ
な
ど
海

の
幸
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
網
が

重
た
く
て
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
大

勢
の
人
と
引
っ
張
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」、「
刺
し
身
や
フ
ラ
イ

が
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

東
市
来
図
書
館
で
四
月
二
十
四

日
、「
読
書
の
夕
べ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
親
子
で
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
地
域
の
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
こ

け
け
読
み
聞
か
せ
た
い
」の
会
員
が
、

絵
本
や
紙
芝
居
、
紙
人
形
劇
な
ど
を

実
演
。参
加
し
た
約
百
人
の
親
子
を
、

魅
力
的
な
物
語
の
世
界
へ
引
き
込
み

ま
し
た
。

　
「
九
州
の
隠
れ
た
武
将
鍋
島
直
茂

Ｖ
Ｓ
島
津
家
久
」
を
題
材
に
し
た
テ

レ
ビ
番
組
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
九
州
沖
縄
ス

ペ
シ
ャ
ル
の
テ
レ
ビ
取
材
が
五
月

二
十
三
日
と
二
十
四
日
、
吹
上
地
域

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
は
、
家
久
公
が
生
ま
れ

た
亀
丸
城
跡
や
吹
上
浜
で
の
イ
メ
ー

ジ
映
像
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
久
公
の
墓
が
あ
る
永
吉
地
区
の

梅
天
寺
跡
で
は
、
南
郷
会
（
本
田
哲

郎
会
長
）
の
会
員
や
地
域
の
皆
さ
ん

も
撮
影
に
参
加
。
墓
参
り
や
清
掃
作

業
、
甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

姿
で
の
回
想
シ
ー
ン
が
、

ま
た
本
田
さ
ん
ら
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
な
が
ら
、
家
久
公
へ
の
思
い

を
語
る
シ
ー
ン
な
ど
が
撮
影
さ
れ
ま

し
た
。

　

放
送
は
、
七
月
二
十
三
日
（
金
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
二
十
時
か
ら
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

韓
国
文
化
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
も
っ

と
知
ろ
う
！
お
隣
り
韓
国
！
」
が
五

月
十
四
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
韓
国
の
家
庭
料
理
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お

隣
り
の
国
、
韓
国
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
国
際
交
流
員
の
李
濬
京

（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
が
企

画
し
た
も
の
。

　

参
加
者
は
、
李
さ
ん
と
韓
国
語
講

座
受
講
生
の
手
作
り
チ
ヂ
ミ
や
ト
ッ

ポ
キ
な
ど
本
場
韓
国
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
食
後
は
、
全
員
で
韓
国
の
歴

史
や
文
化
、
生
活
な
ど
に
関
す
る
ク

イ
ズ
大
会
や
韓
国
版
す
ご
ろ
く
の

「
ユ
ン
ノ
リ
」
が
行
わ
れ
、
韓
国
文

化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
ほ
ん
と
に
楽
し

か
っ
た
。
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
料
理

講
座
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
話

し
、
す
っ
か
り
韓
国
の
と
り
こ
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
漁
に
挑
戦
！　

新
鮮
な
魚
に
舌
鼓

読
み
聞
か
せ
で
親
子
連
れ
魅
了

島
津
家
久
公
を
訪
ね
て

韓
国
文
化
を
楽
し
く
体
験
！

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
地
引
き
網
体
験

「
燃
え
萌
え
！
九
州
武
将
列
伝
」
撮
影

韓
国
文
化
体
験
「
も
っ
と
知
ろ
う
！
お
隣
り
韓
国
！
」

読書の

夕　べ

▲梅天寺跡での撮影の様子
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

５０

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

子どもの豊かな心をはぐくむために
～乳幼児期からの発達支援～

こんにちは　母子保健担当保健師です！

～気になることは相談しよう！～

　少人数での遊びや活動を通して、人とのふれあいを楽しんだり、満足感
や意欲、自尊心などを丁寧に育てるところです。
　また発達の障がいのある子どもさんだけでなく、「発達がゆっくりかな」
「どうかかわればいい？」と感じるときから利用できるところです。

子どもの発達や生活のことなど
お気軽にご相談ください。

健康づくり活動団体を教えてください！！
　今後、「健幸情報ひおき」のコーナーでは、地域で健康づくり活動を行っている団体などを紹介していきます。
お気軽に情報をお寄せください。
連絡先：本庁　健康保険課　健康増進係　・　各支所  市民課　健康保健係

子どもの健やかな発育・発達を促すための相談・アドバイスを行います。
　全地域の１歳半健診、３歳児健診、５歳児歯科検診に臨床心理士（もしくは
言語聴覚士）がスタッフとして入ります。
　また、ほかにも専門スタッフによる発達相談を行っています。

吹上　　　日吉　　　東市来　　　伊集院　の保健師たち

落ち着き
がないかな？

発育・発達が
なんだか気になる

言葉がゆっく
りかな？

友達と上手に遊
べないような…

こだわりが見
られる かんしゃくをよく

起こして大変…
など

「療育」って？

　子どもが乳幼児のころ、成長や発達のことでさまざまな不安が出てくることがあります。
　日置市では、各幼児健診において、子どもの発達に対して相談しやすい体制の充実を図って
います。気になることは早めに相談し、一人で抱え込まないことが大切です。

～子どもの力を信じよう～
　子どもは、遊びや生活体験・正しい生活リズムを通して成長、発達していきます。
　地域には、さまざまな教室や療育の場があります。「ちょっと気になる」ときから活用することで、
子どもの力がぐんぐん育ちます。

　療育を受けられる場：こどもの家療育クラブ・HAS 療育センターなど

　子どもの発達にはそれぞれの個性やペースがあります。
　最も大切なことは、子どもがたくさんの愛情の中で、自分らしさを発揮しながら、自信を持って成
長できることです。
　また保護者が子どもの成長を喜びながら、その子らしさを認め、楽しく安心して子育てできること
ではないでしょうか。

　　　「元気な市民づくり運動」
　　　啓発用ポロシャツ
啓発スタッフが毎週木曜日に着用しています。
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�

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

堀　
　

雄ゆ
う

星せ
い　

泰
隆　
　

瀬
戸
内

上
村　

碧そ

ら空　

光
晴　
　

郡
下

今
村　

彩さ

菜な　

弘
幸　
　

中
福
良

坂
下　

蒼あ
お

依い　

洋
介　
　

中
央
通

蓑
田　

真ま

央お　

光
喜　
　

飯
牟
礼
中

長
畠　

和か
ず

麻ま　

健
史　
　

郡
下

西
郷　

立
り
ゅ
う
し
ん進　

進
平　
　

清
藤

前
園　

心み

咲さ
き　

正
敬　
　

徳
重
東

佐
藤　

文ふ
み

哉や　

信
二　
　

瀬
戸
内

池
水
陽ひ

ま

り
茉
梨　

芳
信　
　

天
神
馬
場

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

濵
﨑　

結ゆ
う

仁と　

誠　
　
　

田
之
湯

池
田　

悠ゆ
う

峨が　

竜
一　
　

上
伊
作
田

畠
中　

心し
ん
し
ょ
う聖　

秀
治　
　

田
之
湯

大
庭　

悠ゆ
う
せ
い生　

健
太
郎　

元
湯

平
原　

宇た
か
お力　

新
也　
　

駅
前

弓
指　

昌ま
さ

也や　

大
輔　
　

田
之
湯

淺
野　

瑠る

音お
ん　

辰
徳　
　

田
之
湯

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

内
山　

友ゆ

い結　

隆
一　
　

諏
訪

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

山
﨑　

響お
と
あ愛　

和
正　
　

湯
之
元

松
元　

希の

あ聖　

宏
樹　
　

新
川
原

黒
葛　

絢あ
や　

　

秀
輝　
　

中
津

�
５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

德
田　

正
勝　
　

８４　

郡
内

家
村　

昭
俊　
　

７６　

中
央
通

假
屋　

郁
夫　
　

７３　

竹
之
山

宇
都
ト
シ
エ　
　

９０　

向
江
町

地
頭
江
寅
三　
　

８３　

野
田

東　

貞
義　
　
　

８２　

徳
重
東

馬
塲
ヒ
サ
エ　
　

９０　

郡
内

田
渕　

文
章　
　

８４　

上
土
橋

中
玉
利　

操　
　

８８　

麦
生
田

福
留
モ
チ
ヱ　
　

９４　

麦
生
田

重
吉
ス
ミ
子　
　

７８　

寺
脇

上　
　

武
熊　
　

８６　

中
川

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

福
田　

和
男　
　

７８　

北
山

米
丸　

克
已　
　

７６　

元
伊
作
田

山
﨑　

ク
ニ　
　

９１　

秋
光
園

豊
辻　

春
男　
　

６０　

中
央

西
村　

フ
ミ　
　

９３　

麓
下

野
上　

タ
ミ　
　

８３　

高
山

留
奥　

敏
彦　
　

６６　

杉
之
迫

東
園　

貞
德　
　

７９　

中
央

横
手　

久
男　
　

６１　

元
養
母

林　
　

純
男　
　

７５　

川
北

久
保　

眞
一　
　

６９　

荻

奥
薗　

ミ
ノ　
　

９１　

元
伊
作
田

池
之
上
正
治　
　

８５　

元
養
母

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

石
原　

千
利　
　

５２　

諏
訪

平
野　

政
秀　
　

８４　

諏
訪

森　
　

武
志　
　

８８　

日
置
麓

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

横
山
ハ
ル
子　
　

８０　

小
永
吉

八
田　

哲
郎　
　

８１　

東
本
町

川
野　

末
夫　
　

７３　

坂
元

岩
元　

重
幸　
　

７５　

小
野
浜

池
上　

耕
成　
　

７７　

ふ
も
と

西
郷　

秀
雄　
　

８４　

今
田

永
野
貴
久
美　
　

５３　

湯
之
元

山
下
マ
リ
子　
　

７５　

入
来
浜

上
床　

光
男　
　

８０　

瀬
谷

七
呂　

與
二　
　

８３　

永
吉
東

船
倉　

優　
　
　

８９　

西
本
町

日本脳炎定期予防接種について
　日本脳炎ワクチンの定期予防接種について、平成１７年から積極的な接種勧奨を差し控えていました
が、平成２２年度に３歳になるお子さんを対象に積極的な受診勧奨を再開します。

○　平成２２年度において、３歳に到達する方　（第１期　初回）
　　（６日～ ２８日までの間隔をおいて２回接種します）
○　�平成１９年４月２日生まれの方から、３歳到達月の翌月に随時予診票を通

知します。
　※�接種医療機関は予診票に記載してあります。
　　�（予防接種の際は、必ず予約をし、母子手帳・予防接種予診票をご持参く

ださい。）
○　�今回、積極的に接種勧奨を行う対象者は、平成２２年度に３歳になるお

子さんですが、７歳６カ月（９０月）までの児童で接種をご希望の方も接
種は可能ですので、係までお問い合わせください。

　※�第２期予防接種（９歳から１０歳相当）については、現在使用の乾燥細胞
培養日本脳炎ワクチンを接種した場合の有効性・安全性について検討中
であり、現時点では実施できません。

【お問い合わせ先】
本　　　庁　健康保険課保健予防係 電話 ２７３-２１１１（内線 １１３２）　日吉支所　市民課健康保健係 電話 ２９２-２１１１（内線 ３142） 
東市来支所　市民課健康保健係 　　電話 ２７４-２１１１（内線 ２１３5）　吹上支所　市民課健康保健係 電話 ２９６-２１１１（内線 ４１37） 

接種対象者

そ　の　他
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61

松
ま つ

田
だ

　清
せ い い ち

市さん〔81歳〕
日吉町吉利（南区自治会）

●鹿児島県環境保護推進員

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

　
　
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

ウ
ミ
ガ
メ
監
視
員
を
始
め
今
年
で
二
十
二
年
目
。
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
潮
の
加
減
を
み

な
が
ら
午
後
九
時
ご
ろ
か
ら
約
二
時
間
か
け
て
海
岸
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
産
卵
が
終
わ
る
ま
で
立
ち
会
い
ま
す
。
産
卵
し
た
卵

は
波
打
ち
際
や
タ
ヌ
キ
に
食
べ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
ふ
化
場
へ
移
し
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
自
然
の
ま
ま
で
ふ
化
さ
せ
た
い
」
と
話
す
言
葉
か
ら
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
愛
情
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
生
物
を
大
切
に
す
る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
」
と
環
境
教
育
を
兼
ね
た
子
ガ
メ
の
放

流
も
毎
年
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
、
吉
利
小
と
日
新
小
で
実
施
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち

が
感
動
し
て
い
る
様
子
を
見
る
の
が
楽
し
み
」と
話
す
表
情
に
は
う
れ
し
さ
が
の
ぞ
き
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
も
務
め
「
お
は
よ
う
、今
日
も
一
日
頑
張
っ
て
」
と
毎
朝
、

吉
利
小
近
く
の
交
差
点
で
児
童
に
明
る
く
声
を
掛
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
る
松
田
さ
ん
。
子
ガ
メ
の
放
流
を
通
し
て
、
顔
見
知
り
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。「
気
軽
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校

や
友
達
の
こ
と
な
ど
話
し
て
く
れ
る
児
童
も
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も

ら
っ
た
、
感
謝
の
寄
せ
書
き
や
手
紙
は
大
切
な
宝
物
で
す
。

　
「
自
分
も
も
う
八
十
一
歳
、
そ
ろ
そ
ろ
後
継
者
を
見
つ
け
た
い
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
う

ち
は
、
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

有馬　虎
こ

太
た

郎
ろう

くん　（１歳１１カ月）

父　信一さん　母　真美さん
（日吉町日置）

■おかあさんから

　今は甘えん坊の虎太郎君。元気いっぱ
いの男の子になってね !

奥　菜
な な こ

々子ちゃん（６才９カ月）

　　日
ひ な の

菜乃ちゃん（５歳６カ月）

父　章一郎さん　母　いづみさん
（伊集院町猪鹿倉）

■おかあさんから
　ななたんは、ピカピカの１年生。ひな
たんは、年長さん。これからも二人なか
よく元気いっぱいに育ってください。パ
パ、ママ、ジイジ、バアバも二人のこと
が大好きです。
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　島津本家 １６ 代当主義久は、弟の義弘達を率い、島津氏の
悲願であった三州（薩摩・大隅・日向）統一を果たし、さら
に九州のほとんどを支配下に治めました。
義久は、１５３３ 年に現在の吹上地域にある亀丸城（伊作城本丸）
で生まれ、１５６６ 年に父の貴久の後を継ぎ、島津本家当主と
なりました。当時の島津本家は薩摩半島では最大の勢力でし
たが、三州には島津本家と敵対する勢力が多くいました。
　義久は同じく亀丸城で生まれた弟の義弘・歳久・家久を率
い、薩摩・大隅の敵対勢力や、日向の大部分を支配する伊東
氏と戦いました。１５７０ 年には薩摩の敵対勢力を制圧。1574
年に大隅を制圧し、1577 年には伊東氏を日向から追放、島
津氏の念願であった三州統一を果たしました。
　その後、島津氏は九州各地に進出し、九州の大半を支配し
ます。豊臣秀吉に敗れ領地は薩摩、大隅と日向の一部に削ら
れますが、これが江戸時代の薩摩藩の基礎となりました。

『似顔絵』

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
弁
護
士

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
弁
護
士
の

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
人
の
話
を
聞
い

た
り
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
い
る

姿
を
見
て
、
弁
護
士
と
い
う
の
は

「
人
を
守
る
」
と
い
う
仕
事
な
ん

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
人
を
助
け
た
り
人
の
た

め
に
な
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
弁
護
士

と
い
う
仕
事
に
あ
こ
が
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
に
な
る
た
め
に
は
、
た

く
さ
ん
勉
強
し
て
い
ろ
い
ろ
な
知

識
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
で
も
、
人
の
た
め
に
な
る

仕
事
が
で
き
る
な
ら
、
も
っ
と
自

分
も
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
中
学
校
、
高

校
、
大
学
と
進
ん
で
も
こ
の
夢
は

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
勉
強
や
運
動
を
が
ん
ば
る
こ

と
は
、
き
っ
と
人
を
助
け
る
仕
事

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

土
橋
小
学
校　

六
年　

宮み
や
し
た下

　
聖せ

い
じ
ゅ樹

く
ん

豊
とよつじ

辻　統
のぶゆき

之さん（５４歳） 東市来町長里

　「似顔絵は、スピーディーに人を楽しませる
ことができます」と話す豊辻さん。似顔絵を始
めたのは、高校時代に月刊誌に投稿した作品が
掲載されたことがきっかけでした。作品が新聞
や雑誌に掲載されることが楽しみと、今でも投
稿を続けています。「２年ほど前、週刊誌の似
顔絵コーナーで１席になったことを機に、一人
で楽しむよりも多くの人に喜びを感じてほしい
と、昨年から公民館講座を開講しました」と笑顔を見せます。
いつでもどこでも紙と鉛筆さえあれば、想像・直感・洞察力も
養える似顔絵。「将来は個展を開きたいが、まだまだ先のこと。
これからも人生をユーモラスにデフォルメしながら続けていき
たいです」

60

島津義久と亀丸城跡（戦国島津氏④）

亀丸城跡

22

南方神社

吹上中学校

湯の浦
カントリー倶楽部

吹上温泉

車で、本庁から３５分、
吹上支所から５分

人
を
助
け
る
仕
事
が
し
た
い
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小野馬場自治会
（吹上地域）

　
吹
上
浜
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、

花
田
地
区
を
形
成
す
る
七
自
治
会

（
亀
原
・
花
熟
里
・
小
野
浜
・
小

野
馬
場
・
小
野
・
下
田
尻
・
中
田

尻
）
の
一
つ
小
野
馬
場
自
治
会
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
現
在
で

四
百
二
十
世
帯
、
八
百
五
十
七
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
豊
か
な
自
然
と
生
活
環
境
に

恵
ま
れ
た
住
み
よ
い
地
域
で
す
。

ま
た
、
毎
年
、
八
月
十
八
日
に
行

わ
れ
る
「
六
月
燈
」
は
、
地
域
の

大
切
な
伝
統
行
事
で
す
。

小お

野の

馬ば

場ば

自
治
会
（
吹
上
地
域
）

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
地
域

▲伝統行事「六月燈」の回り灯篭

▲健康づくりと美化活動（ウォーキング大会）

業
は
、
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）
作
り
、

花
ヅ
ル
と
呼
ば
れ
る
灯
篭
を
一
基
、

中
の
絵
が
回
転
す
る
回
り
灯
篭
を
八

基
作
る
こ
と
で
す
。

　

灯
篭
は
、
外
側
の
四
面
和
紙
を
透

か
し
て
彫
っ
て
い
く
技
法
が
難
し

く
、
こ
れ
が
で
き
る
の
は
地
域
に
も

数
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
今
は
、
壮
年

部
が
こ
の
技
を
学
び
な
が
ら
制
作
し

て
い
ま
す
。

十
五
夜
行
事
も
、
毎
年
行
う
行
事

の
一
つ
。
子
ど
も
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
自
治
会
の
伝
統
行
事

と
し
て
残
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
年
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
多
目
的
広
場

自
治
会
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
評
議
員
会
を
行
い
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
八
月
十
八
日
に
小
野
馬
場

神
社
で
行
わ
れ
る
六
月
燈
は
、

地
域
の
伝
統
行
事
。
準
備
は
一
カ
月

以
上
前
か
ら
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

こ
の
作
業
の
中
で
一
番
重
要
な
作

の
整
備
と
自
治
会
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
設
備
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
整
備
し
た
、
多
目
的
広

場
を
使
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
年
三
回
実
施
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
大
勢
が
参
加
し
、
大
好
評

で
す
。

　

健
康
増
進
と
環
境
美
化
を
兼
ね
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
も
年
三
回
行

い
、
公
民
館
か
ら
「
か
め
ま
る
館
」

ま
で
の
自
転
車
道
を
、
空
き
缶
や
ゴ

ミ
な
ど
を
拾
い
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
は
、
新
し
く
自

治
会
内
に
で
き
た
、
福
祉
施
設

の
入
居
者
に
対
し
、
声
か
け
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
女
性
部
が
中

心
と
な
っ
て
毎
月
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
施
設
関
係
者
や
入
居
者
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

自
然
が
多
く
残
り
、
生
活
環
境
に

恵
ま
れ
た
小
野
馬
場
自
治
会
。

少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
や
伝
統

行
事
を
守
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
だ
れ
も
が
こ
こ
に
来
て
よ

か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，８１３人 （△６）
　男　　　２４，２６９人 （△７）
　女　　　２７，５４４人 （　１）
世帯数　　２２，５７６　 （　2）
6月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，７３９人
伊集院地域　２４，５１８人
日吉地域　　  ５，４８０人
吹上地域　　  ９，０７６人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「田んぼの中にダイビング」
　待ちに待った「どろんこ大会」。元気
いっぱいの子どもたちは、声を張り上げ、
全身泥だらけなりながら、駆けっこや
ドッジボール、そして、せっぺとべを楽
しみました。
「子どもせっぺとべどろんこ大会」（日吉
地域）
詳しくは次号でお知らせします。

No.62 平成22年6月号

▲幾留和夫会長

▲和気あいあいと楽しむグラウンドゴルフ大会


